
～ライフスタイルの変換とQOLの向上を目指した兵庫のシナリオ～
国連気候変動に関する政府間パネル（IPCC）が８月に公表した報告書では、
人間が地球温暖化を引き起こしたことは「疑う余地はない」と断じました。
地球温暖化が進行すれば、豪雨や熱波、干ばつなどの極端な気候や自然災害はさらに悪化すると予想されます。
この実態に対し、
　・県民ひとりひとりがエネルギー消費や温室効果ガスの排出の少ないライフスタイルに転換すること（緩和策）
　・進行する地球温暖化、その他の気候変動による影響に備えた様々な対応を行うこと（適応策）
が必要です。
これらの地球温暖化対策（緩和策や適応策）に取り組むことは、私たちの豊かな生活、生活の質（QOL）の向上につながります。
フォーラムでは、「第26回国連気候変動枠組条約締約国会議［COP26］」（10/31～11/12開催）の最新情報や、
防災の視点からみる気候変動対策の知見などから、私たちが前向きに取り組んでいくためのヒントを探ります。
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参加申込方法
●令和3年11月17日（水）までにお申し込みください。
●団体で参加される場合でもお一人ずつお申込みください。

申込先

下記URL or QRコードから申し込みください。

◎定員に達した場合、ご参加いただけない方へは事前にご連絡いたします。

講師プロフィール

https://www.e-hyogo.elg-front.jp/hyogo/
　　　　 uketsuke/form.do?acs=R3forum

公益財団法人ひょうご環境創造協会 温暖化対策第１課  TEL:078-735-2738
兵庫県 農政環境部 環境管理局 温暖化対策課 計画班  TEL:078-362-3273

●問い合わせ先


